
 

あおもり家庭教育アドバイザー養成講座 

青森県総合社会教育センター主催事業報告 

１ 趣 旨 

地域における家庭教育支援体制を整備するため、家庭教育支援者としての理論学習や心構えを学ぶ講座を開

催するとともに、そこで養成した人材を「あおもり親楽プログラム」を使う研修会等に派遣する。 

 

２ 内 容 

【演習】「あおもり親楽プログラムⅣ」 

進行 県総合社会教育センター職員 

親楽プログラムの演習では、受講者にプログラム集にあるものの中から自分がやってみたいものを選び、実

践していただきました。このことにより、様々なプログラムを講座内で体験していただきました。テーマの異

なる複数のプログラムに触れることで、あおもり親楽プログラムへの理解と支援者としてのスキルの獲得につ

ながり、受講者の皆さんの成果となりました。 

 

３ アンケートから 

 

６月から１１月にわたり開催してきた「あおもり家庭教育アドバイザー養成講座」も、今回をもって終了と

なりました。受講を終えた方からは、「これからは県内の家庭教育支援に携わりたい」という声をいただいて

おります。このように、あおもり家庭教育アドバイザーにご登録いただいた方は、現在計 160 名あまりになっ

ています。「あおもり親楽プログラム」をご覧になり、研修会等で活用してみたいと思っている方がいらっし

ゃいましたら、ぜひ教育活動支援課（017-739-1270）まで、ご連絡ください。お近くのあおもり家庭教育アド

バイザーをご紹介いたしますので、気軽にお尋ねください。これからも、県内の家庭教育支援の輪が広まりま

すよう、応援よろしくお願いいたします。 

「あおもり家庭教育アドバイザー養成講座 第６回」 
中南地区：令和５年１１月 ９日（木）弘前市総合学習センター 受講者１１名 

下北地区：令和５年１１月１５日（水）下北文化会館      受講者１２名 

・参加者としてプログラムをこなすほど「親楽プログラム」がもつ、「もっと話したい」という気持

ちを引き出す魅力を感じました。アドバイザーの方の人柄がでるところが良いところであり、温か

い気持ちで子育てについて語ることができたら、きっと参加者も元気をもらって帰ることができる

と思いました。 

・演習に参加しながら、子育て中にこういう「親楽プログラム」に触れる機会があったらいいなと思

いました。 

・やはり、人と話し合う場があることは、とても大事だと感じます。このようなよい講座をもっと多

くの人に知ってもらいたいです。 


